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 論文審査の結果の要旨
 山崎哲司提出の学位論文は,阿讃山地における和泉層群の堆積環境変遷史に関するものであ
 る。山崎哲司は現地調査によって層序を確立させ,輪廻層の層相をもとにした解析を行って次
 のような成果をえた。
 1.砂岩頁岩互層中の砂岩は泥流堆積物として形成されたものであって,互層の層相変化か
 ら3つの堆積サイクルに区分される。各堆積サイクルは,それぞれ,厚さ1,000m,
 40〔)～1,000m,20-30mで,これを大規模サイクル,中規模サイクル,小規模サイクルと
 名で寸けることカ{できる。
 2,大規模サイクノレは,厚い砂岩層を多数來在し,層厚頻度分布にはピークを作らないよう
 な,砂岩勝ち互層で始まっている。そして,薄い砂岩が卓越し層厚頻度分布に明瞭なピー
 タを示すような砂岩勝ち互層を経て頁岩勝ち互層で終っている。大規模サイクルは後背地
 からの供給量の変化をあらわしており,構造運動による後背地の隆起運動の変化に関係が
 深い。
 3.中規模サイクルは,上方薄層化サイクルと上層厚層化サイクノレとに分けられる。前者は
 地域の西部に,後者は東部に卓越している。中規模サイクルは,小規摸な堆積盆中の運動
 と,ファンローブのプログラデーションに起因して形成されたものである。
 4.小規模サイクルは,堆積物によって生ずる地形の起伏を埋めるためにファンローブが南
 北方向で小さく移動したために生じたものである。
 5.堆積の中心は,砂岩頁岩互層分布域の中部,あるいは,その北側にあったと考えられる。
 また,砂岩頁岩互層分布域の北と南に斜面が存在していたと考えられる。
 6.放散虫化石と有孔虫化石とによって,本地域の和泉層群の年代は,中期カンパニアンな
 いしマアストリッヒアン階であることが判明した。
 7.本地域の和泉層群の堆積環境は公海性のトラフ状堆積盆であったと考えられる。また,
 その当時は南側の三波川帯も未だ陸域化しておらず,海域は南方に開いていたと結論した。
 以上の研究成果は和泉層群の堆積史の解明および白亜紀の古地理解明に貢献する所大である
 とともに新局面を展開するものでもあり,山崎哲司は自立して研究活動を行うに必要な高度の
 研究能力と学識を有しているものと認める。
 よって,山崎哲司提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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